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弦楽合奏曲とその演奏解釈（Ⅱ）
一Ｗ.Ａ･モーツァルト作曲

｢アイネクライネナハトムジーク」kv525第１楽章一

松中久儀

ThePerformance-MethodofStringEnsemble（II）
－－Ｗ。Ａ・Mozart：「EineKleineNachtmusik」ｋｖ５２５１Ｍｏｖｅｍｅｎｔ－

ＨｉｓａｎｏｒｉＭＡＴＳＵＮＡＫＡ

本論文は上記表題（１）に続くものであり参

考．引用資料もこれに同じく採用した。

なんといってもアンサンブルが乱れやすい要

素を持っている箇所は20小節である。

それはパセージの全パートがりやりの分割リ

ズムの連続であることから，いわゆる縦の線が

揃いにくいのである。原因の多くはIstVnの

の入りと分割リズムのスピードが奏者によって

微妙に異なることにあり，たいていは20小節後

半になってやっと互いの感覚が統一される結果

になりがちである。要点は20小節の入りで弓を

弦上に半ば固定するように確実にセッティング

しそこから改めて分割リズムを開始するといっ

た運弓調節を行うことである。この時，弓の量

を出来るだけ控えることとし又，であることの

演奏意識は過敏であった方が良い。なぜなら互

いの９のリズムと低音のDのリズムを聴き入る
ことと次のcrescを効果的に演出するためにこ

の小節の入りのｐは更に〃に近く設定しておい

た方が技術的であるからである。アンサンブル

の乱れる原因の多くは他のパートのリズムを見

失っていることにある。特に20小節の前半はこ

の不安要素を内在させているパセージである。

20小節後半からのcrescは前半からその兆候を

見せ始めるものでなく記譜に忠実であることを

原則とする。更にこのcrescはこれが記入され

ている箇所から一気に表現されがちであるが，

あくまで22小節の入りを頂点とすべく計量され

なければならない。内容はＩｓｔＶｎがスケール

を伴っているのでcrescの演奏気分が盛り上り

易い。しかしこの勢いに任せているとＩｓｔＶｎ，

IIndVnの,のアンサルブルが乱れかねない。
すなわちcrescの勢いが弓の量を必要以上に増

加させ；の発音が不明瞭になることがあるから

である。弦楽器奏法におけるcrescは,弓の量を

増加させる方法とサウンデイングポイントを駒

寄りにセッティングする方法などがあるが，こ

のパセージの場合，弓の量を控えながらどちら

かといえば後者の奏法を基本として扱った方が

アンサンブルとしての仕上がりは高級になると

考えられる。

Vla,Ｖｃ，Ｃｂではｙの演奏方法から考察す

る。ｙの音量を18小節の何拍目まで保つべきか

その解釈は演奏団体により異なるが本論はIst

Vn,IIndVnのぴりに足並みを揃えることを

条件としこれを｡面とする｡すなわち1拍目
の表拍が最も強く，裏拍がそれに対応し後は

|こ向けて弓の活動を和らげ音量を控える解釈を

とった｡但しこのｙの演奏のために最初のりの
歴時が引き伸ばされスピッカートが重くなり
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からこのバランスが逆転するような計算であ

る。２２小節に向けてはアンサンブルの支配は常

に低弦上にあり上声部のcrescはｎＶの運弓の

メリハリにより柏が強調され，それが下声部の

柏にしっかり足並みを揃えて「堅実」をアンサ

ンブルを成立させている。

しかしcrescから22小節に向けて間断なき流

れを保つことがこのパセージの価値であるとい

う解釈に立つ本論ではこの「堅実」ざが流れの

抵抗となって作用していると感得する。この傾

向はこのパセージに限らずこのレコード全体に

かかわる演奏スタイルであるようで，いわゆる

古典派モーツァルトに対する解釈の固定化を

狙っているものと考えられる。又18小節から４

小節間の上声部の変化に富んだ流れに対し下声

部は一定の情緒をかたくなにまで守り通す冷静

さを持っているが，これは結果としてこのパ

セージガ静（下声部）と動（上声部）の二次元

の世界を演出していることになり正統な解釈と

して多くのファンを持つものである。

レコードＣ，Ｄ……この二つのレコードの演

奏は本論文の解釈に符合するもので18小節の

は上声部が｡,塁｡｡下声部がi(ご上LLJとなり
しかも20小節の入りでダイナミクスを更に落し

ている。

ｉｎｔｅｍｐｏが一時的に崩れてしまう恐れがある
ので細心の注意を払いたい。２０小節前半は先に

述べたcrescの効果を盛り上げるためダイナミ

クスを一段落し〃を準備しておきたい。このパ

セージのcrescは両外声が返進行を持っており

低音のcrescは更に積極的に演奏されるべきで

あろう。技術的には常にジャンピングボウを保

つことにあるが太い弦を持つ低音楽器に音量を

期待するとデタシュボウに近づく傾向にある。

対策は弦に弓をぶつけるような奏法なども採用

してみるのも良い。少々荒々しいcrescになる

がスピッカートを保つことを原則とすれば許さ

れるであろう。

レコードを比較してみよう。

レコードＡ……20小節の入りはIstVn，ＩＩ

ｎｄＶｎとも19小節に比べてダイナミクスに変化

を持たせているとは考えられず，どちらかとい

えば少し勢いを持って分割リズムを浮き出させ

ている。この方法は，又は〃というダイナミク

スを過敏に厳守することよりこの分割リズムの

明確なアンサンブルの成立に焦点を当てている

ものと考えられる。１８小節のｙの扱いはＩｓｔ

Ｖｎ,IIndVnを上り,低音を血にそれぞ
れ演奏し各パートのダイナミクスを縦の線で揃

えている｡従ってγはこのパセージ全体のグイ

ナミクスである，の支配下におかれたｙを意

味し,＞を少し強調した程度のものである。この

考えは運弓バランスを平常に保ち易い良策だと

思われる。いわゆる記譜法上の原則に忠実であ

ることになる。２０小節のcrescは両外声の返進

行が効果的に表わきれ特にＶｃ,Ｃｂの低音へ向

けてのcrescは充分な盛り上がりを見せてい

る。

レコードＢ……18小節の入りはＩｓｔＶｎ，ＩＩ
－ｍｐ

ｎｄｖｎｶﾐﾉL儲Ｊｊ,vla,vc,cbは山山と
なり２０小節の入りではＩｓｔＶｎｌＩｎｄＶｎが本来

の，に戻りVla,Ｖｃ,Ｃｂは18小節から20小節の

２拍目まで一貫してｍｐを保持している。従っ

て20小節の入りは上声部が下声部のダイナミク

スにうずまったようなバランスで始まりcresc

22小節～27小節

この６小節はそのパセージの種別から２２，２３

小節を(a)，２４，２５小節を(b126小節を(c)，２７小

節を(d)に区分して分析する。

（a)……ＩｓｔＶｎのアンサンブルのポイントは

そのリズムにある。すなわち」わと届の二種類

の付点音符の対照を正確に表現しなければなら

ない。低級な演奏ではｒＤがｒ９に近づきそう
になる。このリズムの正確さは最も細分された

分割リズムを担っているＩＩｎｄＶｎとＶ１ａのリ

ズムに割りふりが符合しているかどうかで判定

されるのがアンサンブルの基本である。もち論

ＩｓｔＶｎのリズムを誇張させるため１，３，４拍

目の入り以外，すなわち０や６は流れるがまま



松中久儀：弦楽合奏曲とその演奏解釈（Ⅱ） 5３

にさせておくアンサンブルもあろう。これはり
や；をIIndVnやVlaの分割リズムに正確に
合わせることのみにアンサンブルが集中すると

符点音符の持つ歌どころが薄れる心配があると

いう考えからくるものであろう。結論は分割リ

ズムに合わせながらしかも音楽的なメロデイラ

インが表現される技術を求めることになるが，
一一

先ず拍の割り振りを意識するあまり「、がｒｐ
にならないようにしなければならない。運弓技

術からこのリズムをとらえるならこのパセージ

が基本的運弓である全弓半弓（ｆｌＷｒｒ）の組
み合わせで出来ていることに着眼しこの大まか

な右腕の流れに集約された中で運指が冷静にD

やりを作音するという行程を持つべきである。

Ｉや６の作音のために右腕が決して流れに逆らう

ような活動をしてはならない。次は「ｉと□
の付点音符の拍の強さとパセージの解釈であ

る。２０小節からのスケールと分割リズムによっ

て盛り上げられてきたcrescの効果は勢い主音

である」（Ddur,ｄ音)に集中し，最も強い′を

表現したいというのが演奏心理であろう。しか

しこの演奏心理は先に述べた危険性すなわち

｣）をJUｳに近づけたり,あるいは｣）を」｣》に

誘引する行動を秘めている。一方ロはリズ

ミックであればある程効果的である。従ってこ

の両者からこのパセージを分析するなら「Ｉは
￣

「の勢いを宿しながらもテヌート気味に□は
弾むようなリズムが出されるべく運弓操作をす

る。それはrDを「に内包させたものとして

鰊たっぷり歌う，，という形容が妥当かもしれな

い。そしてこれにはヴイブラートの効果も一役

買うことになる。「にはたっぷり，朗々とした，

0には速くて振幅の細かなヴィブラートがそれ

ぞれ施されれば申し分ない。ロのリズムはス

ピーディな運弓で求められなければならないが

するのでなおこの心配がある。Ｖｃ,Ｃｂは柏の流
れを説明するようにわずかに言に演奏される

ことは許される範囲であろう。

（b)……構成はＶｃ,Ｃｂがテーマ，ハーモニー

はＩｓｔＶｎとＩＩｎｄＶｎがシンコペーションのリ

ズムを用いて担っている。Ｖｌａは副次的旋律と

してＶＱＣｂの主旋律を補っている。従って音

量的にはＶｃ，ＣｂはＶｌａに対して優位に立つこ

とがポイントである。但しこの意識がジャンピ

ングポウの妨げ（重くなること）にならないよ

う工夫する必要がある。（c)に入る直前の経過和

音は(b)のパセージの中でも特に密度の高い部分

であり，特にVIa,Ｖｃ,Ｃｂの変化音を含む４拍

目は明確に演奏したい。IstVn,ＩＩｎｄＶｎでは

シンコペーションのリズムから論じる。安易な
＝－－

演奏では、「「「しのように動きが後へ引きずら
れるような流れになりがちな部分である。活気

のある演奏を求める工夫としては弓のスピード

が音符の前半にあてられるべく操作することで

あろう。この操作の結果として音符と音符の間

にⅢ間〃が生じることもあろうがそれは音楽的

に生じた《間〃として認められるものと考える。

この論を(b)全体にあてはめるものとすればISt

VnとIIndVnの彫においても４拍目の裏拍
にエネルギーを感じた方が洗練されたパセージ

たりうる。次は重音（nondiv）の扱いである。

音程はｄ音とｆ音がIstVn,ＩＩｎｄＶｎによって

それぞれオクターブに重複させてある。これは

音量と音色効果を求めたオーケストレーション

の手法と考えられるが音色の点からはｄ音はIst

Vn,ｆ音はＩＩｎｄＶｎにそれぞれ主導的意味を持

たせた方が効果的である。従ってnondivの中

においても奏者個々が技術的にこのバランスを

表出出来るよう求められる。

（c)……(b)のシンコペーションのリズムを基本

のリズムに戻し(d)の半終止に備えた経過的パ

セージである。（b)の低音のテーマがここではＩ

ｓｔＶｎに受け継がれているがなんといっても主

和音・属和音が交互に表われるのがこのパセー

ジの魅力であり，それはＩｓｔＶｎとＩＩｎｄＶｎが

弓量がこれに加わり過ぎ養借灘雛一ｼﾞがシ
ンコペーション,すなわちｒ０ｐｐにすり替
わる恐れがあるので留意したい。内声もこれに

同調しｒｒにならないよう４拍子の拍の流れを

保ちたい。特にＩＩｎｄＶｎは３拍目で音程が変化
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ので，あくまでもｉｎｔｅｍｐｏを厳守しなければ

ならない。このダイナミクスの採用は22小節か

らの指定された′に対しその意味が消滅するの

では，という反論に対し私はこの音型が全パー

トのユニゾンで書かれていることから，音色が

他の小節に比較して極だっているため物理的音

量が落ちるもののその音楽的勢いは充分保たれ

ると判断している。ここで(a)，（b)，（c)，（｡)の各

パセージの演奏をレコードから分析してみる。
￣〆■、〆へ

（a）レコードＡ……IstVnの「０口[Ｊの

演奏はｒｉ百石に伺える運弓とアーテイキ
レーションである。これは本論が述べた二種の

付点音符の違いを明確に示すこととキザミとの

縦の線を揃えるための－手法であるといえる。

「とりの間には弓順、、のために生じたほんの
わずかの音の切れ間がある。又帆キザミ帆のパー

トはギギとかなり意識的に１，３拍を強調して
いる｡確かに本論が憂いた点,すなわちこのアー

テイキレーションではこのパセージの流れが滞

る恐れがある。しかしこれは次のような説明に

よって解消できる。それはこのパセージはリズ

ミックに先へ先へ流れる動きを持った20,21小

節と24,25小節に対照させるべくその間に(a)を

挿入したとする解釈である。この構成的な角度

から見たこのレコードの演奏分析では(a)だけを

抽出して論ずることは非音楽的誤まりをもたら

すことになる。尚ＶｃとＣｂは／を全音符の歴

時いつぱいに保ち持続音を下の方からしっかり

支えている演奏である。

レコードＢ……ＩｓｔＶｎの付点音符では(a)の

方はおの入りを比較的明確に位置づけてはいた

が２回目の23小節では全体の流れの中に吸収さ

れている。ＶＱＣｂの小節の入りはアクセント気

味に強調されている。他のパートはレコードＡ

の演奏のようにことさら柏を強調しているもの

ではない。

レコードＣ……ＩｓｔＶｎはキザミと低音の持

続音の上に乗り流麗に歌い上げるロマンチック

なニュアンスがかもし出されている。本論の解

釈に近いものである。

担っている。特にＩＩｎｄＶｎの゛キザミぃはアン

サンブルのポイントとなろう。均等なリズム，

一定した′がアンサンブルの決め手でありｄｉｖ

によってテクニックの正確さを求めるのも良策

である。

（d)……28小節からの第２主題を控えて半終止

的なおさまりを持った小節である。演奏のポイ

ントは音程の飛躍と運弓技術，終止の方法と第

２主題の導き方，ダイナミクスの在り方などが

上げられる。音程の飛躍はこれを意識するあま

り１拍目が各声部とも粗雑な音になりがちであ

る。これは移弦のための弓の操作が乱暴になる

からであろう。先ず弓をバランスよく持つこと

又左指は確実に響きをとらえておれるようセッ

トされていることが条件である。要領としては

この種のパセージ（オクターブ）の基本技術と

して上げられる２弦上に同時に指をセットして

おき運弓に備える形をとる。無論これは１拍目

の裏からのａは開放弦を避けることを意味し

ている。開放弦で終止する方法は技術的に安心

ということから用いられることも多いが，この

場合開放が持つ硬さだけが前面に出るような音

色にならないよう運弓技術を求めなければなら

ない。ただＣｂの低弦は開放弦においても柔ら

かさを充分保有しているので大いに利用出来，

また技術的にも容易である。Ｖｃはアコードの

関係からこの開放弦を持っていないので論外で

ある。ダイナミクスについては運弓の必然性か

らとらえるならそれは低弦へ一気に移弦される

ことから１拍目の表の′に対しこの後の音型は

幾分勢いが落ちるであろう。スコアではこのパ

セージのためにつけられた発想記号は何もな

い。従ってダイナミクスは22小節の′がそのま

ま(｡)のダイナミクスになるのが原則である。し

かし本論は半終止をオクターブ下で改めて用い

たことの意味を重大にとらえ，これはその前の

高い音程での勢いをここで少しおさめたいとす

る流れと解釈した。よってダイナミクスを少し

落とし次の第２主題にのぞみたい。但しこの演

奏解釈は同時にｐｏｃｏｒｉｔを伴うきらいがある
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レコードＤ……レコードＣの演奏に近いもの

であるがいくらかＣに比べて付点音符の勢いが

アクセント気味に浮き出ている。これはレコー

ドＣに比べ曲の演奏テンポが速いことがこの

ニュアンスの違いとなって現われたものと判断

出来る。

（b）レコードＡ……Ｖｃ，Ｃｂのテーマをこと

さら強調している。Ｖ、のシンコペーションで

はアクセントを控えた穏やかな運弓が伺える。

」も充分その歴時を保っているがしかし本論が

警戒したような重苦しいものではない。

レコードＢ……レコードＡに等しい演奏であ

る。

レコードＣ……レコードＡ，Ｂとの違いは

Ｖｎのシンコペーションでは各音符毎にアクセ

ントを軽く旗した演奏で，このアクセントの結

果音符と音符の間に少し音の切れ間が生じてい

る。これは低音のテーマを強調しながら加えて

Ｖｎのシンコペーションにおいて運弓スピード

からもたらされる弦楽器ならではのリズム感を

求めているものと考えられる。

レコードＤ……低音のテーマはスピッカード

が強調ざれこれに対照的に上声のシンコペー

ションは流麗でその流れは一貫している。この

上声と下声の対比がこの演奏の魅力となってい

る。

（c)・(d)レコードＡ……演奏内容は特に特徴を

持たせていると考えられる点がない。（d)は(c)の

／の勢いをそのまま引き継いでいる。但し最後

のノは他の音符に比べて若干アクセント気味に

終っている。これは後述するレコードＤの」の

扱いと比較される。

レコードＢ……この演奏はダイナミクスに特

徴がある。（c)の直前でスビトｍｐ位にダイナミ

クスが落とされ，これを受けて(c)(d)の２小節間

は－＝′に演奏されている。－＝の勢いは(｡)の

ユニゾンの集合音の音色効果もあってかなり刺

激的なものであり，全体的な構成からみて少な

からず違和感が生ずることは否めない気がす

る。

レコードＣ……この演奏もダイナミクスにポ

イントがある。それは(c)(｡)２小節間を一一

と表現しているからである。これは２小節をま

とめて半終止のパセージとするねらいが伺われ

る。一一の内容はＶｃ,Ｃｂがその任の大半

を担っている。しかしこのダイナミクスは大げ

さなものでなく控えめで美的でありこのアンサ

ンブル団体のセンスであろう。レコードＢと比

較されるものである。一方，このレコードの演

奏は10小節の終止においてもデクレシェンドを

採用しているがこれはこのアンサンブル団体の

演奏スタイルを示しこのような終止形において

一貫した解釈を伺わせるものである。

レコードＤ……(c)でＩＩｎｄＶｎは拍毎の和音の
＝－－＝

切り替えを意識的に表わすため蝉弊に演奏
している。(d)は｣Ｍ流れの勢いをそのまま終止

音」に当てるのでなく」を改めてていねいに響

かせようとし半終止が落ちついた感じになって

いる。ダイナミクスもこの終止を暗示させるよ

うにユニゾンの音型から少しずつ弱まってい

る。本論の解釈はこのレコードの演奏に近いも

のを求めていたといえる。

ここで(c)，（｡)におけるレコードの演奏をダイ

ナミクスに焦点を当て図式によって再度示す。

レコードＡ

|'ｕｕｌｕｎｌ
レコードＢ－／

|ﾉﾘ｢rriiluulunl
レコードＣ

－===二二二二二ニーーー

｜〔LLJulur1l

レコード，ていねいにまとめる

｜,ｕｕｌｉｌＵ＜’

28小節～31小節

構成はＶｎ２声部がオクターブで第２主題

を，そしてこれを受け継ぐようにVla,Ｖｃ,Ｃｂ

に副主題的パセージが付けられている。テーマ

は常にｐで開始ざれ途中′の部分を２回含ん
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るしかない。つまり「を0に分割して感得する
￣￣～

方法をいう。この練習の過程では「凶、や
－，－３－

rELJ0になることもあるがそれは一時的であ

り，量の内レガートの中に自然に組み入れられ
た凶が出来上がってくるはずである。これま

で述べた内容はソルフェージュからのとらえ方

であったが，一方このリズムの中身は運指の在

り方にも大いに原因する。２８小節と30小節のレ

ガート（スラー）の内，最もスムーズな流れを

生むと思われるものは28小節のＩＩｎｄＶｎであ
４３２１０

る。それはﾉﾉｦｦｱというIstポジションの基
本的な運指でT二万百も－弦上(Dst)で奏されるか
らである。この他はシフティングや移弦を伴な

わればならず技術的負担を宿している。但し
３

Ｊラヲはシフテイングや移弦を出来るだけ避ける

方法が効率的であり，従ってスラー全体の運指

は次のように種別出来る。

２８小節ＩｓｔＶｎ

（a）」用｣、（b）」用⑪
３２１０３１４３２１

（lstPosition）（IIIrdposition）

３０小節ＩｓｔＶｎ

（a）」用） （b）」用ア
１０３２１

１４３２１

（lstposition）（lstposition）

（c）」用｣､（｡）」昂か
４３２１４ ４３２１１

（IIndposition）（IIIrd→IIndposition）

３０小節ＩＩｎｄＶｎ

（a）」用｣、（b）」用）
４４３２１ ４３２１１

（IIIrd→IIndposi-(IIIrd→IIndposition）
tion）

（c）」ﾉｦｦｱ
１４３２１

（IIndposition）

リアリァリァについては各パートのアーテイ
キレーションとダイナミクスを同一に統一する

ことがこのパセージの価値である。１，２拍目

のレガートに対照きせリアリツ０γのように短
目のメゾスタッカートが適当となろう。安易な

演奏では28小節の４拍目が突出していることが

でいるものの前半のリピートに至るまでこのｐ

は基本的なダイナミクスとなっている。先ず

Ｖｎ２声部をみてみる。フレーズは４小節でそ

の締めくくりは31小節にある。２７小節は′が基

本であり，１が旗されているものの28小節のｐ

への切り替えには演奏の心理的準備が必要とな

ろう。フレーズが強拍で始まっている場合弓順

は通常、が第一弓目に当てられるが，２８小節の

場合ｐであることから努めて運弓の活動を制
御しなければならない。これに難点があるなら

Ｖで開始することも考えられるがこれはｖは当

然弓の中央あるいは弓先の方を当てがうのでダ

イナミクスｐの作音に適しているという奏法

上の基本からの選択に他ならない。但し技術的

には27小節の１で弓を持ち上げて残響を求める

とすれば次の弓先や弓中央でのＶは運弓のバラ

ンスを崩しやすい面も持っていることは否めな

い。あるいはｖの活動に内在しているcrescが

不用意に現われ低級なパセージになる恐れもあ

る。又28小節４拍からはスピッカート気味な音

質を魅力とするが，この運弓に入るためにはス

ラーの運弓がいずれであれば良いかも奏法上の

問題となる。一方確かにダイナミクスはｐであ

るがこのﾊﾟｾｰｼﾞが宙を持っていることか
ら，かなり活動的に処理される必要があるとも

解釈出来，それは、が選ばれるかもしれない。

本論はこのパセージの弓順をいずれかに結論づ

けるものでなく種々のファクターを上記のよう
－３－

に分析するにとどめることにした。次はrELJi

のリズムの処理に入る。先ずこのリズムが誤

まってとられがちな例を上げてみる。一つは

「ｕｉであり一つはトニワリである。前者は滑
一一～

らかな流れを持っていることから,Ｄ､地良さを感

じ，気付かぬ内にこの形がとられている場合が

ある。後者は３連音符を正確に示そうとする余

りこのような鋭い装飾音的な経過音となってし
３

まう場合をいう。ＥＬ／が正確に施されるために

は「の歴時が正確に保たれるかどうかにかかわ
るであろう。方法はソルフェージュの練習法に

よる柏の割り振りから歴時を正すことから始め
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ある。そしてこの現象は29小節の低弦の４拍目

においても同じような連鎖反応をもたらすこと

もある。原因はレガートからこのパセージの

ジャンピングポウに切り替える時に弓のバラン

スが失なわれ不本意なアクセントがついてしま
－３～

うのである。対策はrELJDの最後をｉ気味に
して次の運弓のきっかけを与えるのも一案であ
る。しかしこの作業は綿密に行なわれるべきで
〆－℃ニ

レがりにならないようにしなければならない。
又28小節の４拍目から29小節の４拍目までと３０

小節の４拍目から31小節の３拍目までを＝一気

味にし，フレーズ感をかもし出すことにより柏

の流れをまとまりのあるものにし不自然なりの
突出を避ける方法も考えられる。この場合一

が物理的な音量処理として明確に現われること

を狙っているものでなく，あくまでも奏者の演

奏心理に内在させておくことに意味があり大げ

さで低級なものにならないよう配慮したい。３０
二一

小節のVla,Vc,Cbは1の位置から『Ｔのよ
うにシンコペーションの柏が強調されることは

自然な流れである。無論ダイナミクスｐの中で

の処理であることはいうまでもない。３１小節は

28小節からのフレーズのまとまりを示す場所で

あり，その前のリズミックな動きからここでは

和声(主→属和音)にポイントが置かれる。従っ

てＶｎ２声部とＶｌａはダイナミクスｐの中に

おいても充分な響きを持った魅力ある音色が求

められる。特にＶｌａは根音を担っていることか

ら安定した音で和声を支えなければならない。

ｒ「は＝一というまとめ方がフレーズの基本
的処理方法であるがアンサンブルとしての問題

は「の歴時の長さが奏者により異なることにあ

る。多くの場合それは「いのように短目に
処理されがちな要素を持っているがこの終止で

は特にそれが意識的に処理された方が構成上美

的である。なぜならこの「が充分な歴時を保っ

た場合，それは次に述べる低音のパセージを不

鮮明にさせてしまう恐れがあるからである。

Ｖｃ,Ｃｂのパートは32小節を導くための経過的

パセージとなっている。従って他の声部と性格

を異にし施律的な盛り上がりを見せるものであ

る。２拍目のオクターブ上の「(ａ音)はシンコペー

ションとしての勢いをそれなりに貯えている。

しかし問題はこの後のクロマテイックにある。

無神経な演奏ではダイナミクスもテンポもはみ

出し気味で大げさになってしまう。原因はこれ

まで､どちらかと言えば通奏低音的な声部を担っ

てきたこのパートが旋律という任を与えられた

ことにより演奏意欲が一気に放出してしまうた

めであると考えられる。アンサンブルの基本は

全体の構成の中で各パートが処理されることで

あるがこの鉄則が低弦によって破られることが

あり，まさにこのパセージがその危険性を持っ

ている。方法はダイナミクスＰとｉｎｔｅｍＤｏを
￣￣～

再確認することに他ならないが又｢r当とし
て自然なデクレシェンドを設けるのも良策だと

思われる。

ここで28小節～31小節をレコードの演奏から

分析してみる。
－３－

レコードＡ……28,30小節のｒＬｇＤはｐであ
りながらその出だしはアクセント気味に生き生

－３～

きとしたものでありその締めくくりは｢囚iの
ように弓を弾ませている。そしてこれに応答す

－￣～

るように304,節のＶｌａとＶｃ,ＣｂはlrDが－

１「Dのように演奏され，更にこれらの流れを
テーヘ

受け継ぎ31小節のＶｃ,Ｃｂは「「凹刀ような
＝￣

アーティキレーションとなっている。いずれ(ｊ

リズミックな表現を狙った処理方法である。３１
－￣ヘ ーー

小節の「「はかなり意識的にｒレアに演奏
されている。

レコードＢ……特徴はリツリアリアリγの弾

き方にある。それは決してＩのスピッカートに
焦点を当てたものでなくフレーズとしての流れ

に的を絞ったと考えられるスタイルで，Ｉであ

りながらも弦の響きを充分とらえ7〒7〒7丁
のようにわずかにデクレシェンドを催しメロ

デイラインが見えるようになっていることであ

る。

=二二二二二二二二二…･リアルリァトが
リァリァトリァとしてまとめてある以外はレコ
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－－

L｢γiLrに処理させた方が良い｡もち論これは’
ｓｔＶｎ,Vla’も同型のアーティキレーーションで

アンサンブルをまとめなければならない。次に

ＩｓｔＶｎに論を移す。ＩｓｔＶｎでは同音連続（ａ
音）の持つ意味がアンサンブルの鍵になる。一

つは属音保続として，もう一つはＩＩｎｄＶｎから

テーマを受け継ぎ本来の主導的声部としての位

置を示していくことである。従って最初の音量

はＩＩｎｄＶｎのテーマの妨げにならないように出

来るだけ控え目にする。但しスピッカートは出

来るだけ軽妙に（36小節のスピッカートの前兆

として）奏する。そして徐々にＩＩｎｄＶｎのテー

マを自らのパートに移行させていく演奏心理の

推移を表現することなどがポイントである。保

続音としての流れとテーマとしての流れの区分

はどこにあるのか本論は次の２箇所を取り上げ

てみた。一つは32小節の入りから33小節の３拍

目の表拍までを保続音，そしてその後をテーマ

とする区分である。これは33小節のＩＩｎｄＶｎの

３拍目ａ音から裏拍のＩｓｔＶｎのオクターブ上

のａ音にテーマが移ると判断する考えによるも

のである。もう一つは33小節の２拍目の裏拍か

らテーマに切り替わるとする区分である。これ

は35小節や36小節がいずれもそのパセージが２

拍目の裏拍から始まっており，特に同音連続で

開始される36小節の同型のパセージを33小節に

見い出したいとする考えによるものである。実

際の演奏ではいずれかの区分を具体的なアンサ

ンブル奏法として明示することは決して美的で

はない。この境界線を見せないようにいつの間

にか旋律に切り替わっている方がアンサンブル

の魅力であり価値となると考えている。問題は

保続音がテーマに切り替わるチャンスを見失っ

て（多くの場合切り替えが遅れる）無意味なま

ま34小節に入り込んでしまっている例である。

これを解決する具体的処方としては33小節あた

りからpococrescを施した表現意識を高めて

いくことを提案する。もち論このダイナミクス

は35小節の１拍目においては本来のｐに戻っ

ていなければならないし又pococrescは流れ

-ｆ舍竺詮k)jii認二｡而のように演
奏ざれ他のレコードの演奏と比較されるとので

ある。これは28小節～29小節を一一として

まとめたいとする考えによるものと判断される

がしかし結果は低級な情緒が見えてしまってい

ることも否めない。原因は増減法が限度を越え

ていることにあろう。

レコードＡ・Ｂ．Ｃは本論が主張する内容に

近いもので塗Ｌ共通の解釈としては28小節や
30小節の「LL｢0がダイナミクスＰでありな
がらリズミックな勢いを見せ特にパセージの入

りは運弓のスピード感が効果として現われてい

ること。又ソルフェージュとしての技術が三連

音符の施し方においていずれも正確さを極めて
￣

いること。又３１小節は、の上三声部'こ対し
低音のデクレシェンドの施し方に絶妙な演奏セ

ンスを伺わせていることなどである。

32小節～34小節

第２主題はここではＩＩｎｄＶｎに受け継がれ次

に再びＩｓｔＶｎがこれを引き継ぐ。３５小節１拍

目でこの流れが終結する。和音終止形のため設

けられた34小節のロヅリロァｉは36小節分ｒＣ
に又32小節からのγ〃、の同音連続は同じ

く36小節のγDLLLrの同音連続の音型の前兆
であると考えられる｡先ずＩＩｎｄＶｎから論じる。

音域的には内声の範囲内にあるためテーマの存

在は控え目になりがちである。又音量的には先

のＩｓｔＶｎとオクターブで重ねられた部分と比

較すると明らかに勢いが弱められてしまう。し

かしテーマはあくまでもその意味を主張すべき

であり，ダイナミクスｐの中においても決して

他の声部の中に埋没しないよう音量バランスを

配慮したい。具体的処理としてはIIndVnを

ｍｐ,他の声部をｐとする。あるいはＩＩｎｄＶｎを

p，他の声部をｐｐとする方法が上げられよう。

この音量バランス以外の要素は28小節からの

テーマの在り方に全く等しくことさら変化を与

える必要はない。３４小節は36小節に関連させ
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の中で違和感を与えるような突出したものにな

らないよう美的に処理されなければならない。

引き続いてスピカート（ジャンピングポウ）の

在り方について論じる。２８小節からのリァト

リツリツのリズムは躍動感を表現しこれに対し

32小節からはこの要素に同音の連続によるス

ピード感が加わったことになり縦と横の二元的

な動きが対照されているといえる。ある程度の

長さ（柏や小節）を持って同音連続の音型が速

いテンポで施されている場合，それはaccel気

味に先へ先へと進もうとする演奏心理をかき立

てる要素を内在させているものであるがこの楽

章のこの部分も多分にこの要素を持っていると

考えられ，その効果が表現のポイントである。

しかし安易な表現はｉｎｔｅｍｐｏから大きくはみ

出しアンサンブルの乱れを起こす原因となって

しまう。従って音色やアーティキレーション等

の要素でもってaccelにとって替わるようなス

ピード感を表現する工夫が望まれる。先ず運弓

技術からは全く平均した音色，音量，歴時を奏

せねばならない。これが例えばｎＶ，ｎＶ，ｎＶ

という風に連続的流れの妨げとなるような技術

が見えているようではすでに論外である。それ
Ｖ－－－

はあたかもLLrLLLjのように一弓でスピッ
カートが奏されているかのように連続的で高級

なテクニックが駆使されていなければならない。

音色は張りつめたスチール弦の効果が充分発揮

されるよう弓の傾斜角度，弓の場所，量,サウン

デイングポイントなどを綿密に選定していかね

ばならない。次にＶｃ,Ｃｂに論を移す。この４小

節はＩＩｎｄＶｎやＩｓｔＶｎの主旋律に対し副主旋

律的流れを持っている。従って低音でありなが

らも通俗にⅢ歌う〃といわれる感,情表現が用い

られてしかるべきだと思われる。Ｖｌａについて

は28小節からの流れに対し和声以外の新しい変

化を求める要素なんらもっていないと判断して

いる。
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